
お問い合わせ：

一般財団法人運輸総合研究所 企画部（担当：松坂（まつさか）・新倉(にいくら)）

〒105-0001 東京都港区虎ノ門３－１８－１９（UD神谷町ビル）

T E L ：０３－５４７０－８４１５ FAX：０３－５４７０－８４１９

E-mail： collo@jttri.or.jp HP：https://www.jttri.or.jp/

■日時：2021年3月9日（火）13:30～16:30（開場:13:00）

■会場：オンライン配信（Zoomウェビナー）

および会場参加（ベルサール御成門タワー3Ｆに約100名予定）
※会場参加につきましては、新型コロナウイルス感染防止対策の観点から、
人数を制限しますので、 ご希望に添えない場合もございます。

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

一般財団法人 運輸総合研究所の業務につきましては、平素からの格別のご支援ご協力を賜り、厚くお礼申

し上げます。

さて、このたび「国際社会の脱炭素化を見据えた海運・航空分野の気候変動対策に関するシンポジウム」

を開催することと致しましたので、ご多用中のところ誠に恐縮に存じますが、万障お繰り合わせのうえ、ご

臨席いただきたくご案内申し上げます。

敬具

2021年2月吉日

一般財団法人 運輸総合研究所 会 長 宿利 正史

気候変動問題は喫緊の課題であり、パリ協定の下、世界各国において対策が進められています。

一方、それぞれ世界全体のCO2排出量の約２％（ドイツ一国からの排出量と同程度）を占める国際海運・国

際航空分野については、国境を越えて移動する交通モードであることから、国際機関（それぞれ国際海事機関

（IMO）、国際民間航空機関（ICAO））において気候変動対策が進められており、島国として国際海運・国

際航空に依存する我が国がこれらの議論を主導しています。

現在、IMO及びICAOにおいては、2050年以降を見据えた長期的なCO2削減目標の策定・達成に向けた取組

みが進められており、また、我が国においても、様々な関係者によって先進的な取組みが進められています。

加えて、日本政府は昨年10月、2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「2050年カー

ボンニュートラル」の実現を目指すことを表明しています。

そこで、将来の国際社会の脱炭素化を見据え、海運・航空分野の気候変動対策に関して、最新動向と問題意

識の共有を図るため、本シンポジウムを開催することといたしました。

海運・航空関係者の皆様のみならず、その他の交通関係事業者や気候変動問題に取り組んでいる企業、自治

体、研究者等の皆様にも幅広くご参加いただけますと幸いです。

【趣 旨】

ご 案 内

国際社会の脱炭素化を見据えた

海運・航空分野の気候変動対策に関するシンポジウム

お申込み

下記のURLよりお申し込みください。

https://krs.bz/jterc/m/sympo210309

（申込期限：3月4日（木）まで）

※お申し込み頂いた方には、3月8日（月）に視聴用URLをご送付いたします。

https://krs.bz/jterc/m/sympo210309


〇主 催：一般財団法人 運輸総合研究所

〇日 時：2021年3月9日（火）13:30～16:30（開場:13:00）

〇会 場：オンライン配信（Zoomウェビナー） ※後日、収録映像の公開は行いません。

およびベルサール御成門タワー3Ｆ

〇参加費：無料

〇その他：会場内での撮影・録音は禁止させていただきます。

国際社会の脱炭素化を見据えた

海運・航空分野の気候変動対策に関するシンポジウム

注） プログラムは変更に
なる可能性があります。

プログラム

【開会挨拶】 宿利 正史 一般財団法人運輸総合研究所 会長 13：30～13：35
【来賓挨拶】 藤井 直樹 国土交通審議官 13：35～13：40

【第１部：基調講演】 13：40～14：15
高村 ゆかり 東京大学未来ビジョン研究センター教授

【第２部：海運分野の気候変動対策の最新動向及び今後の課題】
○パネルディスカッション及び質疑応答 14：20～15：20
モデレータ： 河野真理子 早稲田大学法学部教授

パネリスト： 斎藤 英明

高橋 正裕

（調整中）

平田 純一

国土交通省大臣官房技術審議官

（国際海事機関（IMO）海洋環境保護委員会（MEPC）議長）

日本郵船株式会社環境グループグループ長

※エネルギー業界からのご参加

一般財団法人日本海事協会 調査開発部部長

※以上に加え、「海運分野におけるCO2排出削減促進に関する調査検討委員会」事務局からの発表を予定

【第３部：航空分野の気候変動対策の最新動向及び今後の課題】
○パネルディスカッション及び質疑応答 15：25～16：25
モデレータ： 山内 弘隆 一般財団法人運輸総合研究所 所長

パネリスト： 吉村 源

宮田千夏子

（調整中）

関口 順一

国土交通省航空局安全部航空機安全課航空機技術基準企画室室長

（国際民間航空機関（ICAO）航空環境保全委員会（CAEP）委員、
長期目標に関するタスクグループ（CAEP LTAG-TG）議長）

ANAホールディングス株式会社 執行役員、サステナビリティ推進部部長

※エネルギー業界からのご参加

成田国際空港株式会社 共生・用地部門地域共生部部長

※以上に加え、「航空分野におけるCO2削減取組に関する調査検討委員会」事務局からの発表を予定

【閉会挨拶】 奥田 哲也
一般財団法人運輸総合研究所 専務理事、

ワシントン国際問題研究所長
16：25～16：30

会場

ベルサール御成門タワー3Ｆ

「御成門駅」A3b出口直結（三田線）

「大門駅」A6出口徒歩6分（大江戸線・浅草線）

〒105-0011 東京都港区芝公園1-1-1 

https://www.bellesalle.co.jp/docs/access_onarimon.pdf


